
◆東京エレクトロンホール宮城　 ◆藤崎　 ◆チケットぴあ  t.pia.jp（Pコード：307-382）　 
◆ローソンチケット  l-tike.com（Lコード：22400)　 ◆イープラス  eplus.jp
［お問い合わせ］  サンライズプロモーション 0570-00-3337
　　　　　　　　（平日12：00～15：00）※チケットの取扱はございません

19:00開演（18:30開場）  東京エレクトロンホール宮城（宮城県民会館）
S席 8,000円／A席 6,500円／B席 5,000円（全席指定・税込）1.9 2026

F R I

チャイコフスキー：ピアノ協奏曲 第1番 変ロ短調 op.23
Tchaikovsky : Piano Concerto No.1 in B f lat minor, op.23

ラフマニノフ：ピアノ協奏曲 第2番 ハ短調 op.18
Rachmaninoff : Piano Concerto No.2 in C minor op.18

出演：ジョージ・ハリオノ（ピアノ）　松井慶太（指揮）　仙台フィルハーモニー管弦楽団（管弦楽）

※当日券の販売がある場合、座席選択不可につき、お早めにお買い求めくだ
さい。※未就学児童の入場不可。※車椅子席をご希望のお客様はS席チケット
を購入の上、サンライズプロモーションへ事前にお問い合わせください。

主催：tbc東北放送／MIYAZAWA & Co.
後援：公益財団法人仙台市市民文化事業団
協力：株式会社河合楽器製作所

松井慶太（指揮）
©Ayane Shindo

ジョージ・ハリオノ
2023年チャイコフスキー国際コンクール 第２位

ピアノ協奏曲 仙台公演

9月27日
（土）

チケット発売日



ジョージ・ハリオノ（ピアノ）  George Harliono (Piano)

2023年開催の第17回チャイコフスキー国際コンクールにおいて、第2位
を受賞したイギリス人ピアニスト、ジョージ・ハリオノは、9歳でソロリサイタ
ルデビューを果たし、イギリスをはじめ、アメリカ、ヨーロッパ、アジア各地
において活躍。ウィグモア・ホール、ベルリン・フィルハーモニー、ロイヤル・
アルバート・ホールなど著名なホールで公演を行った。12歳でコンツェル
トデビューをし、ワレリー・ゲルギエフやセバスティアン・ヴァイグレといった
名高い指揮者とも共演している。仙台国際音楽コンクール、ジーナ・バッ
カウアー国際ピアノコンクール、ラニー=シュル=マルヌ国際コンクールな
ど、世界各地の有名なコンクールでも数多く入賞。デニス・マツーエフは、
“彼はその恵まれた才能により、今後驚異的な経歴を残すだろう”と彼を
称えている。満席のサントリーホールにおいて2024年11月に「ピアノ協
奏曲日本デビュー」、翌年3月に「リサイタルデビュー」を果たした。2025年
4月オクタヴィアレコードよりデビューCDを発売、好評を得ている。

1984年青森県八戸市生まれ。東京
音楽大学指揮科卒業。指揮を広上
淳一、汐澤安彦の各氏に師事。16歳
のときピアニストとしてポーランド国
立クラクフ交響楽団と共演。第15回
東京国際音楽コンクール〈指揮〉に
て入賞・奨励賞受賞。2023年にオー

ケストラ・アンサンブル金沢の定期演奏会にデビュー。2024年
3月に名古屋フィル定期演奏会に代役指揮者として急遽登壇
し、公演を成功に導いた。2011年～2018年東京混声合唱団
コンダクター・イン・レジデンス、2025年4月よりオーケストラ・ア
ンサンブル金沢パーマネント・コンダクター、東京音楽大学作
曲指揮専攻（指揮）特任教授。

1973年に宮城フィルハーモ
ニー管弦楽団として創立。
1989年仙台フィルハーモニー
管弦楽団に名称を変更。
2011年の東日本大震災では
数ヶ月間活動を中止せざるを
得ない状況となったが、室内
楽等で音楽を被災者のもとに
届ける活動を展開し絆を紡い
だ。定期演奏会をはじめ、特別
演奏会、全国小中学校訪問演
奏会、また「仙台国際音楽コン
クール」、「仙台クラシックフェス
ティバル」でも広く市民に親し
まれている。2023年に創立50
周年を迎えた。

仙台の皆さまお待たせしました。
2022年開催「第8回仙台国際音楽コンクール」入賞から
3年の時が満ちて、ピアノ協奏曲仙台デビュー公演決定です。
2026年1月9日、ジョージ・ハリオノが奏でる力強くも美しく
繊細な音色に酔いしれてみませんか？

HP YouTube最新情報は 検索miyazawa&co

仙台フィルハーモニー管弦楽団（管弦楽）
Sendai Philharmonic Orchestra

HP X(旧Twitter) Facebook YouTube Instagram

松井慶太（指揮）
Keita Matsui (Conductor)
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